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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月22日(2016.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近くのモノのインターネット(IoT)デバイスに関連するモノを特定するための方法であ
って、
　前記近くのIoTデバイスに関連する識別情報を受信するステップと、
　カメラアプリケーションの視野内の近くのモノを検出するステップと、
　前記受信された識別情報が前記カメラアプリケーションの前記視野内で前記カメラアプ
リケーションによって検出された前記近くのモノに関連する情報と一致することに基づい
て、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられるか否かを判定するステッ
プと、
　前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられることに基づいて、前記近く
のモノを前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノに関連する情報と相互に関連付ける
ステップとを含む、
　方法。
【請求項２】
　前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノを特定するための指示を生成するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　生成する前記ステップが、
　1つまたは複数の近くのIoTデバイスにビーコン信号を送信するステップであって、前記
1つまたは複数の近くのIoTデバイスが、前記近くのIoTデバイスを含む、ステップを含む
、
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請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記近くのモノに関連する前記情報が、ビーコン信号を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記ビーコン信号が、音声ビーコンまたは光ビーコンを含み、前記受信された識別情報
が、前記ビーコン信号の種類および前記ビーコン信号の周波数または色の指示を含む、請
求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記識別情報が、前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノの温度情報を含み、前記
近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられるか否かを判定する前記ステップが
、
　前記近くのモノの温度を判定するステップと、
　前記温度情報が前記近くのモノの前記温度の閾値の範囲内にあるか否かを判定するステ
ップとを含み、
　相互に関連付ける前記ステップが、前記温度情報が前記近くのモノの前記温度の前記閾
値の範囲内にあることに基づいて、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連する
前記モノに対応すると判定するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記近くのモノの前記温度が、前記近くのモノに対する前記近くのIoTデバイスの位置
に基づいて判定される、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記識別情報が、前記近くのIoTデバイスのパターン情報を含み、前記近くのモノが前
記近くのIoTデバイスに関連付けられるか否かを判定する前記ステップが、
　前記近くのIoTデバイスのパターンを判定するステップと、
　前記パターン情報が前記近くのIoTデバイスの前記パターンに一致するか否かを判定す
るステップとを含み、
　相互に関連付ける前記ステップが、前記パターン情報が前記近くのIoTデバイスの前記
パターンに一致することに基づいて、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連す
る前記モノに対応すると判定するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記識別情報が、前記近くのIoTデバイスの空間的な向きを含み、前記近くのモノが前
記近くのIoTデバイスに関連付けられるか否かを判定する前記ステップが、
　前記近くのモノの空間的な向きを判定するステップと、
　前記近くのIoTデバイスの前記空間的な向きが前記近くのモノの前記空間的な向きと一
致するか否かを判定するステップとを含み、
　相互に関連付ける前記ステップが、前記近くのIoTデバイスの前記空間的な向きが前記
近くのモノの前記空間的な向きと一致することに基づいて、前記近くのモノが前記近くの
IoTデバイスに関連する前記モノに対応すると判定するステップを含む、請求項1に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記近くのモノの前記空間的な向きが、前記近くのモノおよび/または重力に対する前
記近くのIoTデバイスの位置に基づいて判定される請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記識別情報が、帯域外で受信される請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノに関連する前記情報を受信するステップと
、
　前記近くのモノを前記モノに関連する前記情報と相互に関連付けるステップと
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
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　相互に関連付ける前記ステップが、前記近くのモノを前記近くのIoTデバイスに関連す
る前記モノのピクチャまたは映像内の前記モノに関連する前記情報でタグ付けするステッ
プを含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノが人であり、前記受信された識別情報が前
記人の連絡先情報を含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１５】
　前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノが、前記近くのIoTデバイスを含む、請求項
1に記載の方法。
【請求項１６】
　前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられないことに基づいて、前記近
くのIoTデバイスに関連する前記識別情報を無視するステップをさらに含む、請求項1に記
載の方法。
【請求項１７】
　第2の近くのIoTデバイスに関連する識別情報を受信するステップであって、前記第2の
近くのIoTデバイスが、前記カメラアプリケーションの視野内にない第2の近くのモノに関
連付けられる、ステップと、
　前記第2の近くのIoTデバイスに関連する前記識別情報を無視するステップと
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１８】
　前記カメラアプリケーションが、前記第2の近くのIoTデバイスに関連する前記識別情報
と前記カメラアプリケーションの前記視野内で検出されたいずれの近くのモノとの間の一
致も検出しないことに基づいて、前記第2の近くのモノが前記カメラアプリケーションの
前記視野内にないと判定する、請求項17に記載の方法。
【請求項１９】
　前記カメラアプリケーションが、ユーザ機器のカメラアプリケーションを含む、請求項
1に記載の方法。
【請求項２０】
　前記近くのIoTデバイスが、前記ユーザ機器のピアツーピアワイヤレス通信の範囲内のI
oTデバイスを含む、請求項19に記載の方法。
【請求項２１】
　受信する前記ステップが、複数のモノに関連する複数の近くのIoTデバイスの各々に関
連する複数の種類の対象のメタデータを受信するステップであって、前記複数のモノが、
前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノを含む、ステップを含み、前記複数の種類の
対象のメタデータが、前記複数の近くのIoTデバイスの各々に関して同じである、請求項1
に記載の方法。
【請求項２２】
　前記複数の近くのIoTデバイス全体での前記複数の種類の対象のメタデータの各々の分
散を決定するステップと、
　決定された分散に基づいて前記複数の種類の対象のメタデータの各々をランク付けする
ステップと、
　ランク付けに基づいて前記複数の種類の対象のメタデータに対応する複数の対象特定方
法の重み付けを生成するステップとをさらに含む、請求項21に記載の方法。
【請求項２３】
　最も高いランク付けが、最も大きな分散を有する前記複数の種類の対象のメタデータの
うちの対象のメタデータの種類に割り振られる請求項22に記載の方法。
【請求項２４】
　最も重い重み付けが、前記最も高いランク付けを有する前記複数の種類の対象のメタデ
ータのうちの対象のメタデータの種類に割り振られる請求項23に記載の方法。
【請求項２５】
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　最も重い重み付けを有する対象特定方法を用いて前記複数のモノを特定するステップを
さらに含む、請求項22に記載の方法。
【請求項２６】
　前記複数の近くのIoTデバイスおよび/または前記複数の近くのIoTデバイスと通信する
サーバに前記生成された重み付けを送信するステップをさらに含む、請求項22に記載の方
法。
【請求項２７】
　前記複数の近くのIoTデバイスおよび/または前記複数の近くのIoTデバイスと通信する
前記サーバから前記複数の対象特定方法の重み付けを受信するステップであって、前記カ
メラアプリケーションが、前記受信された重み付けを前記生成された重み付けに組み込む
、ステップをさらに含む、請求項26に記載の方法。
【請求項２８】
　前記複数の種類の対象のメタデータが、前記複数のモノに関連する音声ビーコン、光ビ
ーコン、熱シグネチャ、パターン情報、および/または姿勢情報のうちの2つ以上を含む、
請求項21に記載の方法。
【請求項２９】
　前記複数の対象特定方法の各々が、前記複数の種類の対象のメタデータのうちの対応す
る1つを用いて前記複数のモノを特定するために使用可能である請求項22に記載の方法。
【請求項３０】
　前記複数の近くのIoTデバイスの各々に関連する前記複数の種類の対象のメタデータを
サーバに送信するステップをさらに含み、
　前記サーバが、前記複数の近くのIoTデバイス全体での前記複数の種類の対象のメタデ
ータの各々の分散を決定し、前記決定された分散に基づいて前記複数の種類の対象のメタ
データの各々をランク付けし、前記ランク付けに基づいて前記複数の種類の対象のメタデ
ータに対応する複数の対象特定方法の重み付けを生成する請求項21に記載の方法。
【請求項３１】
　前記サーバから前記複数の対象特定方法の前記重み付けを受信するステップをさらに含
む請求項30に記載の方法。
【請求項３２】
　前記サーバが、その他のIoTデバイスから対象のメタデータを受信し、前記サーバが、
前記その他のIoTデバイスから受信された前記対象のメタデータにさらに基づいて前記複
数の対象特定方法の前記重み付けを生成する請求項30に記載の方法。
【請求項３３】
　前記カメラアプリケーションの視野内の1つまたは複数のIoTデバイスにビーコン信号を
送信するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３４】
　前記ビーコン信号が、指向性スピーカを用いて、前記カメラアプリケーションの前記視
野内の前記1つまたは複数のIoTデバイスに送信される請求項33に記載の方法。
【請求項３５】
　前記1つまたは複数のIoTデバイスに発見メッセージを送信するステップであって、前記
発見メッセージが、フィルタリング基準を含む、ステップと、
　前記1つまたは複数のIoTデバイスのサブセットの各々からビーコン信号を受信するステ
ップであって、前記1つまたは複数のIoTデバイスの前記サブセットの各IoTデバイスが、
前記フィルタリング基準に一致する属性を有する、ステップとをさらに含む、請求項33に
記載の方法。
【請求項３６】
　前記フィルタリング基準を受信するステップであって、前記フィルタリング基準が、ユ
ーザによって定義され、前記発見メッセージに応答すべき前記カメラアプリケーションの
前記視野内の前記1つまたは複数のIoTデバイスの属性値を定義する、ステップをさらに含
む、請求項35に記載の方法。
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【請求項３７】
　前記カメラアプリケーションの前記視野内の前記1つまたは複数のIoTデバイスの各々が
、前記カメラアプリケーションの前記視野内の前記1つまたは複数のIoTデバイスの各々が
前記フィルタリング基準に一致する属性値を有するか否かを判定する請求項35に記載の方
法。
【請求項３８】
　前記カメラアプリケーションの前記視野内の前記1つまたは複数のIoTデバイスのデバイ
スが、前記デバイスが前記フィルタリング基準に一致する属性値を持たないと判定し、そ
れに応じて、前記受信されたビーコン信号または前記発見メッセージに応答しない請求項
37に記載の方法。
【請求項３９】
　前記カメラアプリケーションの前記視野内の前記1つまたは複数のIoTデバイスの前記サ
ブセットの各々が、前記カメラアプリケーションの前記視野内の前記1つまたは複数のIoT
デバイスの前記サブセットの各々が前記フィルタリング基準に一致する属性値を有すると
判定し、それに応じて、ビーコン信号を発し、連絡先カードを送信することによって前記
発見メッセージに応答する請求項37に記載の方法。
【請求項４０】
　近くのモノのインターネット(IoT)デバイスに関連するモノを特定するための装置であ
って、
　送受信機と、
　前記近くのIoTデバイスに関連する識別情報を受信し、カメラアプリケーションの視野
内の近くのモノを検出し、前記受信された識別情報が前記カメラアプリケーションの前記
視野内で前記カメラアプリケーションによって検出された前記近くのモノに関連する情報
と一致することに基づいて、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられる
か否かを判定し、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられることに基づ
いて、前記近くのモノを前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノに関連する情報と相
互に関連付けるように構成された少なくとも1つのプロセッサと
　を含む、装置。
【請求項４１】
　前記少なくとも1つのプロセッサはさらに、前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノ
を特定するための指示を生成するように構成された、請求項40に記載の装置。
【請求項４２】
　前記少なくとも1つのプロセッサが生成するように構成されることは、前記少なくとも1
つのプロセッサが、前記送受信機に1つまたは複数の近くのIoTデバイスにビーコン信号を
送信させることを含み、前記1つまたは複数の近くのIoTデバイスが、前記近くのIoTデバ
イスを含む、請求項41に記載の装置。
【請求項４３】
　前記近くのモノに関連する前記情報が、ビーコン信号を含む、請求項40に記載の装置。
【請求項４４】
　前記ビーコン信号が、音声ビーコンまたは光ビーコンを含み、前記受信された識別情報
が、前記ビーコン信号の種類および前記ビーコン信号の周波数または色の指示を含む、請
求項43に記載の装置。
【請求項４５】
　前記識別情報が、前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノの温度情報を含み、前記
少なくとも1つのプロセッサが、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられ
るか否かを判定するように構成されることは、前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記近くのモノの温度を判定し、
　前記温度情報が前記近くのモノの前記温度の閾値の範囲内にあるか否かを判定するよう
に構成されることを含み、
　前記少なくとも1つのプロセッサが、相互に関連付けるように構成されることは、前記
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少なくとも1つのプロセッサが、前記温度情報が前記近くのモノの前記温度の前記閾値の
範囲内にあることに基づいて、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連する前記
モノに対応すると判定するように構成されることを含む、請求項40に記載の装置。
【請求項４６】
　前記近くのモノの前記温度が、前記近くのモノに対する前記近くのIoTデバイスの位置
に基づいて判定される請求項45に記載の装置。
【請求項４７】
　前記識別情報が、前記近くのIoTデバイスのパターン情報を含み、前記少なくとも1つの
プロセッサが、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられるか否かを判定
するように構成されることは、前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記近くのIoTデバイスのパターンを判定し、
　前記パターン情報が前記近くのIoTデバイスの前記パターンに一致するか否かを判定す
るように構成されることを含み、
　前記少なくとも1つのプロセッサが相互に関連付けるように構成されることは、前記少
なくとも1つのプロセッサが、前記パターン情報が前記近くのIoTデバイスの前記パターン
に一致することに基づいて、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連する前記モ
ノに対応すると判定するように構成されることを含む、請求項40に記載の装置。
【請求項４８】
　前記識別情報が、前記近くのIoTデバイスの空間的な向きを含み、前記少なくとも1つの
プロセッサが、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられるか否かを判定
するように構成されることは、前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記近くのモノの空間的な向きを判定し、
　前記近くのIoTデバイスの前記空間的な向きが前記近くのモノの前記空間的な向きと一
致するか否かを判定するように構成されることを含み、
　前記少なくとも1つのプロセッサが相互に関連付けるように構成されることは、前記少
なくとも1つのプロセッサが、前記近くのIoTデバイスの前記空間的な向きが前記近くのモ
ノの前記空間的な向きと一致することに基づいて、前記近くのモノが前記近くのIoTデバ
イスに関連する前記モノに対応すると判定するように構成されることを含む、請求項40に
記載の装置。
【請求項４９】
　前記近くのモノの前記空間的な向きが、前記近くのモノおよび/または重力に対する前
記近くのIoTデバイスの位置に基づいて判定される請求項48に記載の装置。
【請求項５０】
　前記識別情報が、帯域外で受信される請求項40に記載の装置。
【請求項５１】
　前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノに関連する前記情報を受信するように構成
された論理をさらに含む、請求項40に記載の装置。
【請求項５２】
　前記少なくとも1つのプロセッサが相互に関連付けるように構成されることは、前記少
なくとも1つのプロセッサが、前記近くのモノを前記近くのIoTデバイスに関連する前記モ
ノのピクチャまたは映像内の前記モノに関連する前記情報でタグ付けするように構成され
ることを含む、請求項51に記載の装置。
【請求項５３】
　前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノが人であり、前記受信された識別情報が前
記人の連絡先情報を含む、請求項51に記載の装置。
【請求項５４】
　前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノが、前記近くのIoTデバイスを含む、請求項
40に記載の装置。
【請求項５５】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに
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関連付けられないことに基づいて、前記近くのIoTデバイスに関連する前記識別情報を無
視するように構成される、請求項40に記載の装置。
【請求項５６】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記送受信機に、第2の近くのIoTデバイスに関連
する識別情報を受信させ、前記第2の近くのIoTデバイスに関連する前記識別情報を無視さ
せるようにさらに構成され、前記第2の近くのIoTデバイスが、前記カメラアプリケーショ
ンの視野内にない第2の近くのモノに関連付けられる、請求項40に記載の装置。
【請求項５７】
　前記カメラアプリケーションが、前記第2の近くのIoTデバイスに関連する前記識別情報
と前記カメラアプリケーションの前記視野内で検出されたいずれの近くのモノとの間の一
致も検出しないことに基づいて、前記第2の近くのモノが前記カメラアプリケーションの
前記視野内にないと判定する請求項56に記載の装置。
【請求項５８】
　前記カメラアプリケーションが、ユーザ機器のカメラアプリケーションを含む、請求項
40に記載の装置。
【請求項５９】
　前記近くのIoTデバイスが、前記ユーザ機器のピアツーピアワイヤレス通信の範囲内のI
oTデバイスを含む、請求項58に記載の装置。
【請求項６０】
　前記少なくとも1つのプロセッサが受信するように構成されることは、前記少なくとも1
つのプロセッサが、複数のモノに関連する複数の近くのIoTデバイスの各々に関連する複
数の種類の対象のメタデータを受信するように構成されることを含み、前記複数のモノが
、前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノを含み、前記複数の種類の対象のメタデー
タが、前記複数の近くのIoTデバイスの各々に関して同じである請求項40に記載の装置。
【請求項６１】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　前記複数の近くのIoTデバイス全体での前記複数の種類の対象のメタデータの各々の分
散を決定し、
　前記決定された分散に基づいて前記複数の種類の対象のメタデータの各々をランク付け
し、
　前記ランク付けに基づいて前記複数の種類の対象のメタデータに対応する複数の対象特
定方法の重み付けを生成するように構成された、請求項60に記載の装置。
【請求項６２】
　最も高いランク付けが、最も大きな分散を有する前記複数の種類の対象のメタデータの
うちの対象のメタデータの種類に割り振られる請求項61に記載の装置。
【請求項６３】
　最も重い重み付けが、前記最も高いランク付けを有する前記複数の種類の対象のメタデ
ータのうちの対象のメタデータの種類に割り振られる請求項62に記載の装置。
【請求項６４】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、最も重い重み付けを有する対象特定方法を用いて
前記複数のモノを特定するように構成された、請求項61に記載の装置。
【請求項６５】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記送受信機に前記複数の近くのIoTデバイスおよ
び/または前記複数の近くのIoTデバイスと通信するサーバに前記生成された重み付けを送
信させる、請求項61に記載の装置。
【請求項６６】
　前記送受信機が、前記複数の近くのIoTデバイスおよび/または前記複数の近くのIoTデ
バイスと通信する前記サーバから前記複数の対象特定方法の重み付けを受信するように構
成され、前記カメラアプリケーションが、前記受信された重み付けを前記生成された重み
付けに組み込む、請求項65に記載の装置。
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【請求項６７】
　前記複数の種類の対象のメタデータが、前記複数のモノに関連する音声ビーコン、光ビ
ーコン、熱シグネチャ、パターン情報、および/または姿勢情報のうちの2つ以上を含む、
請求項60に記載の装置。
【請求項６８】
　前記複数の対象特定方法の各々が、前記複数の種類の対象のメタデータのうちの対応す
る1つを用いて前記複数のモノを特定するために使用可能である請求項61に記載の装置。
【請求項６９】
　前記送受信機が、
　前記複数の近くのIoTデバイスの各々に関連する前記複数の種類の対象のメタデータを
サーバに送信するように構成され、
　前記サーバが、前記複数の近くのIoTデバイス全体での前記複数の種類の対象のメタデ
ータの各々の分散を決定し、前記決定された分散に基づいて前記複数の種類の対象のメタ
データの各々をランク付けし、前記ランク付けに基づいて前記複数の種類の対象のメタデ
ータに対応する複数の対象特定方法の重み付けを生成する請求項60に記載の装置。
【請求項７０】
　前記送受信機が、前記サーバから前記複数の対象特定方法の前記重み付けを受信するよ
うに構成される、請求項69に記載の装置。
【請求項７１】
　前記サーバが、その他のIoTデバイスから対象のメタデータを受信し、前記サーバが、
前記その他のIoTデバイスから受信された前記対象のメタデータにさらに基づいて前記複
数の対象特定方法の前記重み付けを生成する請求項69に記載の装置。
【請求項７２】
　前記少なくとも1つのプロセッサはさらに、前記送受信機に前記カメラアプリケーショ
ンの視野内の1つまたは複数のIoTデバイスにビーコン信号を送信させるように構成される
、請求項40に記載の装置。
【請求項７３】
　前記ビーコン信号が、指向性スピーカを用いて、前記カメラアプリケーションの前記視
野内の前記1つまたは複数のIoTデバイスに送信される請求項72に記載の装置。
【請求項７４】
　前記送受信機は、
　前記1つまたは複数のIoTデバイスに発見メッセージを送信し、
　前記1つまたは複数のIoTデバイスのサブセットの各々からビーコン信号を受信する
　ように構成され、
　前記発見メッセージが、フィルタリング基準を含み、前記1つまたは複数のIoTデバイス
の前記サブセットの各IoTデバイスが、前記フィルタリング基準に一致する属性を有する
、請求項72に記載の装置。
【請求項７５】
　前記少なくとも1つのプロセッサはさらに、前記フィルタリング基準を受信するように
構成され、前記フィルタリング基準が、ユーザによって定義され、前記発見メッセージに
応答すべき前記カメラアプリケーションの前記視野内の前記1つまたは複数のIoTデバイス
の属性値を定義する、請求項74に記載の装置。
【請求項７６】
　前記カメラアプリケーションの前記視野内の前記1つまたは複数のIoTデバイスの各々が
、前記カメラアプリケーションの前記視野内の前記1つまたは複数のIoTデバイスの各々が
前記フィルタリング基準に一致する属性値を有するか否かを判定する請求項74に記載の装
置。
【請求項７７】
　前記カメラアプリケーションの前記視野内の前記1つまたは複数のIoTデバイスのデバイ
スが、前記デバイスが前記フィルタリング基準に一致する属性値を持たないと判定し、そ
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れに応じて、前記受信されたビーコン信号または前記発見メッセージに応答しない請求項
76に記載の装置。
【請求項７８】
　前記カメラアプリケーションの前記視野内の前記1つまたは複数のIoTデバイスの前記サ
ブセットの各々が、前記カメラアプリケーションの前記視野内の前記1つまたは複数のIoT
デバイスの前記サブセットの各々が前記フィルタリング基準に一致する属性値を有すると
判定し、それに応じて、ビーコン信号を発し、連絡先カードを送信することによって前記
発見メッセージに応答する請求項76に記載の装置。
【請求項７９】
　近くのモノのインターネット(IoT)デバイスに関連するモノを特定するための装置であ
って、
　前記近くのIoTデバイスに関連する識別情報を受信するための手段と、
　カメラアプリケーションの視野内の近くのモノを検出するための手段と、
　前記受信された識別情報が前記カメラアプリケーションの前記視野内で前記カメラアプ
リケーションによって検出された前記近くのモノに関連する情報と一致することに基づい
て、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられるか否かを判定するための
手段と、
　前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられることに基づいて、前記近く
のモノを前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノに関連する情報と相互に関連付ける
ための手段とを含む、装置。
【請求項８０】
　近くのモノのインターネット(IoT)デバイスに関連するモノを特定するための非一時的
コンピュータ可読記憶媒体であって、
　前記近くのIoTデバイスに関連する識別情報を受信するための少なくとも1つの命令と、
　カメラアプリケーションの視野内の近くのモノを検出するための少なくとも1つの命令
と、
　前記受信された識別情報が前記カメラアプリケーションの前記視野内で前記カメラアプ
リケーションによって検出された前記近くのモノに関連する情報と一致することに基づい
て、前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられるか否かを判定するための
少なくとも1つの命令と、
　前記近くのモノが前記近くのIoTデバイスに関連付けられることに基づいて、前記近く
のモノを前記近くのIoTデバイスに関連する前記モノに関連する情報と相互に関連付ける
ための少なくとも1つの命令とを含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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